
神戸市立明親小学校４年生の皆さんに、六甲砂防事務所の事業概要や六甲山地で発生
した土砂災害やその対策について説明しました。また、土石流模型を使った実験などに
より、砂防堰堤の効果について理解を深めてもらいました。

平成２４年１１月８日（木） Ｈ24.11.20

神戸市立明親小学校 出前講座 Ｒ2.９.２５

～六甲砂防事務所～

出前講座では、六甲山地で発生した土
砂災害を知っていただくため、昭和42年
7月豪雨災害デジタルアーカイブを利用
して説明をしました。また、土石流模型
を使った実験や、風化が進んだ六甲山の
花こう岩を手にしてもらい実際に体感し
てもらいました。
土石流や地すべり、がけ崩れが発生し

たときの動画も見てもらい、土砂災害の
恐ろしさと避難の重要性についても理解
を深めてもらいました。

○過去に発生した土砂災害や砂防堰堤の効果などについて学習

～土砂災害や砂防堰堤の効果などについて出前講座を行いました～

【お問合せ先】
国土交通省 近畿地方整備局
六甲砂防事務所 調査課

〒658-0052 神戸市東灘区住吉東町3-13-15
TEL：078-851-0535

日 時：令和２年９月２５日（金） ９：４５～１２：３０

場 所：神戸市立明親小学校

参加人数：４年生３クラス：８２名

概
要

明親小学校の児童の皆さんからは
「砂防堰堤はどんなところに作られるのですか」「
砂防堰堤の種類にはどんなものがあるのですか」な
どたくさんの質問があり、土砂災害の概要や対策、
避難の重要性について理解を深めて頂くことができ
ました。また、担任の先生からは「大変貴重な経験
をさせて頂きました」と感想をいただきました。


